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１

令和５年度の総会にて会長を仰せつかりました、東下司区の廣石信雄です。
杵築地区の皆さんには、平素より自治協の各事業にご賛同ご協力をいただき、深く感謝申し上
げます。 さて、就任後、住民自治協議会の活動を見直すために、昨年末にアンケート調査を実
施したところ、たくさんのご回答を頂き、その結果、地域の実態を把握することができ、大きな成果
を得ることができました。

（ご意見の感想）

• ９割近い方が住民自治協議会の存在を知らず、認知度が余りにも低い
• 行政区（区長）に対する要望が、とても多かった
• 回答者の大半は高齢者の方々で、若い人の声が少なかった

以上のことを受け、今後の活動方針ついては、下記の項目を掲げ、具体的な活動を実施してい
きます。

これらを踏まえて、策定委員会を設置し、この「地域づくり計画書」を策定しました。
今後も、皆さんと一緒になって、終の棲家として暮らせる地域を目指して活動していきますので、
ご協力賜りますようお願い申し上げます。

１．スローガン

・安全で安心して暮らせる地域の創生 ・行政の支援組織として地域に根差す

２．地区住民の要望に応えうる組織の確立

・連帯感を持ち機能的な組織 ・部門会議の開催、３→２部に組織再編
・財政面の確立（自主財源の確保） ・新たに「お助け隊」を設置

３．杵築地区区長会（32区）との連携

・区長会との連絡協議会の設置 ・全体的な課題の解決、市への要望活動
・高齢者が集う場所の提供（地域サロンの拡大）

会 長 あ い さ つ

1. 住民自治協議会とは
2. 地域づくり計画書とは
3. 自治協の活動で、大切にして行きたい3つの想い
4. これまでの自治協組織と活動での課題
5. 杵築地区住民アンケートの結果と概要
6. これからの方針と活動内容
7. 新しい組織での再出発
8. 各部会の取組内容
9. 新しい活動の周知と結果報告や改善方法
10.アンケートで寄せられた杵築地区の自慢

杵築地区住民自治協議会
会長 廣 石 信 雄
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①地域振興部（予算325,000円）

・花いっぱい運動（年2回） 260,000 

・盆踊りと若宮楽に助成 30,000 

・観月祭 5,000 

・美化活動 30,000 

②健康福祉部（予算164,000円）

・グラウンドゴルフ（主催） 70,000 

・グラウンドゴルフ（共催3回） 54,000 

・軽スポーツ大会（共催） 40,000 

③防災育成部（予算280,000円）

・防犯カメラ維持費 75,000 

・交通安全街頭指導 0 

・ラジオ体操 15,000 

・防災フェア 190,000 

２

１．住民自治協議会（自治協）とは

杵築地区住民自治協議会は、平成22年に発足しました。
人間関係で成り立つこの社会で、住民全員からなる自治組織により、ここに住む皆さまの相互
交流で親睦を図り、安心した日常生活をより良く感じられるように、また、文化の継承や地域環
境の保全により「活気あるまちづくりと郷土愛あふれる地域づくり」を目的に、主体的に応援 ・
支援していく組織です。特に、この杵築地区は市内の他の住民自治協議会とは少し異なり、人
口の密集度も高く、「地域の課題」といったカタチやニーズも様々な想いがあります。この課題解決
の方策として「地域づくり計画書」を策定し、その指針に基づき実施していきます。

２．地域づくり計画書とは

これまでの自治協活動や組織の運営方法を検証し、これからのニーズに合う方針や取組を文書
化します。策定にあたり、最初に住民の皆さまにアンケートの協力をいただきました。そして、集約し
た結果を基に、分野ごとの方針や組織、活動内容を「地域づくり計画策定委員会」で決定し、
役員会や総会を経て実施に移行していきます。

３．自治協の活動で大切にしたい３つの想い

杵築地区では初めて「地域づくり計画書」を策定しました。地域づくり計画策定委員会では、自
治協の活動にあたり3つの想いを具現化したいと考えています。

杵築地区自治協は、皆さんのご意見を重視して、常に改革に取り組む組織でありたいと考えます。

1. 自治協を、知ってもらいたい
2. 自治協で、色々な話し（情報）を聞きたい
3. 自治協に、みんなで参加して欲しい

４．これまでの自治協組織と活動での課題

ー これまでの組織・主な活動と予算 － ー 課題や改善すべき点 －

• 地域差がある、関係のない地域が多い
• コロナで盆踊りが無くなった
• 市を代表するイベントの実行委員長を受ける
組織なのか

• 杵築小学校ができない事に取り組んでは

• 大会がかなり多くなってきた
• 冠事業ではなく、自治協が主催する事業に注
力しては？

• 年間、数度 警察がチェックに来るので必要
• 名前だけなので負担が無い
• 開催区との協議が必要
• 「一般」の参加者が少ない



３

５．杵築地区住民アンケートの結果と概要 －１

杵築地区住民自治協議会では、令和５年11月から区長便などを通じて、杵築地区にお住い
の皆さまにアンケート調査のご協力をいただきました。配布数2,253部に対して、986部（有効
回収率：約44%）の回答をいただきました。主な項目を以下に抜粋します。

回答者属性（年齢）
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地区の暮らしの中の困りごと・不安（複数選択）
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交通安全・通学路 等
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緊急時に頼れる人が近くにいない

日常作業（ごみ出し、庭の管理等）

お墓の管理（高齢）

お墓の管理（遠い）

田、畑の管理（高齢）

田、畑の管理（兼業）

若い世代の交流の場がない

気軽に集まる場所がない

防犯

後継者がいない

特にない

その他

杵築地区住民自治協議会の活動・行事を知っていますか？

30% 65% 5%行事・活動

知っている 知らない 未回答



４

５．杵築地区住民アンケートの結果と概要 －２

今後も杵築地区に住み続けたいですか？（１つのみ選択）
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今後も住み続けたい

どちらかというと住み続けたい

杵築地区外へ引っ越したい

どちらでも（特にこだわらない）

杵築小学校の児童にも質問してみました（保護者を通じて48件の回答）

●杵築地区のことは好きですか？ ●今後も杵築地区に住み続けたいですか？

90%
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好き 好きではない わからない・未回答
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杵築地区自治協の活動・行事の参加状況を教えてください
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各部への具体的な提案について（傾向分析）

1. 空家対策と空地の活用：多くの住民が空き家や空地の問題に悩んだり、不安を感じているようです。
これを活用して若者や地域外からの移住者を引き寄せる提案もありました。

2. 高齢者のための活動と支援：地区には高齢者が多く、彼らの社交の場や買い物支援、運動の機会
を増やす提案が見られました。

3. 地元の歴史や文化の保全・活用：地域の文化的な行事や史跡等活用の維持、地元の食や特産
品の活用など、地区の魅力を引き立てる提案が寄せられました。

4. 防災・防犯の強化：子どもや高齢者に向けて、懸念される災害や交通安全への対策を求める意見
も多く寄せられました。

5. コミュニティ活動の強化：地域の交流会や子ども向けイベント、清掃活動や防犯活動など、地域コ
ミュニティを強化する提案が多く寄せられました。



５

６．これからの方針と活動内容

アンケートの結果をみると、住民自治協議会の認知度や活動内容が住民の皆さまに伝わってな
かった事実がわかりました。 「地域づくり計画策定委員会」では、この事実を真摯に受け止め、既
存の事業をゼロベースで見直すことが必要だと考えます。

アンケートでわかってきたこと、地域のニーズ

今後、自治協で取り組みたいこと

1. 高齢者の集う場所が欲しい

2. ちょっとした家の事ができなくなった

3. 防災・防犯教育の推進

4. 環境の保全

5. 祭りやイベントの活性化

地域サロン 等

便利屋 等防災フェアの拡充

景観の素晴らしい
場所が多い

若い人たちに
参加してもらう機会

この大きく５つの点を具現化するために、次の組織に再編し、それぞれの部会で具体的な事業
を実施することが、より「安全で安心して暮らせる杵築地区」になると考えます。



６

７．新しい組織での再出発（新体制図）

お助け隊福祉防災部

杵築地区 区長会

地域支援部

８．各部会の取組内容

１．地域支援部会

・伝承的文化の継承とイベント 等の支援
・環境的保全の為の支援 （城下町周辺の竹切り等）
・その他、活性化の為に地域が必要とする支援

２．福祉防災部会

・地域サロンの立ち上げや運営の為の支援
・防災フェアの実施と防犯教育への拡充
・その他、福祉向上の為に地域が必要とする支援

３．お助け隊（ 有料支援事業 ）

・独居や高齢者世帯向けに、ちょっとした困り事の支援
・庭や空き地の剪定や草刈り等の清掃作業
・その他、どこに頼んだらいいかわからない事の支援 （事前に見積りをし、必要経費をお知らせ）

部長、副部長各１名 部長、副部長各１名 部長、副部長各１名

部員 部員 隊員

杵築地区住民自治協議会
総 会

【会 長】 １名

【副会長】２名
（会長代行）

（高齢者支援担当）

【顧問】

杵築地区の市議会議員
杵築地区区長会長

【参与】
杵築中学校長
宗近中学校長
杵築小学校長

杵築地区 住民

役員の範囲
（緑色・網掛け部）

監 事（2名）

事務局長
（杵築中央公民館長）

会計（1名）



７

９．新しい活動の周知と結果報告や改善方法

●毎月1日、または15日に配布される区長便に協力いただき、周知を図っていきます。

●年度末に役員会で審議し、総会を経て、住民の皆さまに区長便を通じてお知らせします。

●現行の事業への意見や新規事業の提案等は、一年を通して事務局で受付をします。
なお、対応については、会長が担当部会を指名し、部会の協議の結果を次年度の活動に
つなげて行きます。

10．アンケートで寄せられた杵築地区の自慢（景観や伝統文化など）

城下町（武家屋敷）
守江湾の干潟

自治協活動の周知

結果報告・検証

活動の改善方法

杵築城
御殿跡地（旧杵築中学校横）

天神様（杵築飛松天満社）

杵築神社
祇園様
若宮八幡
浜田社

きつきお城祭り
天神祭り
花火大会
観月祭

ひいなめぐり

景観・眺望 史跡・寺社等 イベント


